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博
士

論
文
要
旨
〕

経
済
成
長
の

理

論

4 ∂6

+

A

総

轄

一

､

こ

の

論
文
は

､

現
代
の

成
長
理

論
を

広
い

角
度
か

ら

体
系
的
に

分

析
し

､

そ
の

基
本
的
問
題
点
を

浮
彫
に

し
､

経
済
の

長
期
的
成
長
過
袈
に

お
こ

る

種
々

な

特
徴
を

踪
合
的
に

検
討
し

た

も

の

で

あ
る

｡

こ

の

分
野
に

お

け

る

既

存
の

成
果
を

現
代
成
長
理

論
の

立
場
か

ら

明
確
に

投
影
し
､

進

ん

で
､

よ

り

広
い

視

野
か

ら
こ

れ

ら
の

成
果
を

発
展
さ
せ

､

成
長
理

論
の

さ

ま

ざ

ま

な

側
面
に

分
析
を

加
え

､

こ

れ

ま
で

の

理

論
的
成
果
を
一

つ

の

特
殊
ケ

ー

ス

と

す
る

よ

う
な

一

般
的
結
論
を

導
い

た
｡

二
､

現
代
成
長
理

論
は

大
き

く
の

ぺ

て

三
つ

め

源
泉
に

そ

の

端
を

発
し

て

い

る
｡

第
一

に

い

わ

ゆ
る

ポ

ス

ト
･

ケ
イ
ン

ジ

ア

ン

(

勺
○

賢
-

内
e

叫

声
e
･

∽
-

甲
ロ
)

と

新
古
典
派
的
な

渡
泉

､

第
二

に

く
○
ロ

Z
e

仁

日
巴
】

ロ

に

出

発
点
を

見
る

､

多
部
門
分
析
の

理

論
､

そ

し
て

第
三
に

句

冒
口

付

河
a

日
計
叫

の

研

究
に

緒
を

み

る

最
適
成
長
の

理

論
が

こ

れ

で

あ

る
｡

こ

の

論
文
に

お
い

て

は
､

も

ち
ろ

ん

こ

れ

ら

三
つ

の

源
泉
か

ら

発
展
し

た

理

論
の

基
本
的
な

問

題
点
に

体
系
的
な

分
析
を

加
え
て

い

る

が
､

た

だ

く
O
n

Z
e

仁

ヨ
P
ロ

ロ

理

･

佐

藤

隆

三

論
を

出
発
点
と

す
る

生

産
の

→

琵
n

宮
村
e

理

論
に

つ

.
い

て

は
､

そ
の

ニ

ュ

ア

ン

ス

か

ら
い

っ

て
､

『

線
形
経
済
学
』

的
で

あ

る

の

で
､

こ

の

論

文

に

お

い

て

は
､

そ
の

骨
格
を

示
す
だ

け
に

と

ど

め

た
｡

こ

れ
に

反
し
て

､

現
代
成
長
理

論
の

中
心

的
課
題
で

あ

る

技
術
進
歩
と

成
長
と
の

関
係

､

技

術
進
歩
と

生

産
関
数
と
の

関
係
な

ど
に

つ

い

て

は
､

理

論

的
体
系
の

設
定

に

新
し
い

手
法
を

と

り

入

れ
る

と

同
時
に

､

実
証
的
測
定
の

問
題
に

つ

い

て

も
い

く
つ

か

の

新
し
い

試
み

を

導
入

し

た
｡

本
論
文
の

構
成
は

大
別
す

れ

ば
､

H
､

経
済
成
長
理

論
の

簡
単
な

系
譜
と
し

て
､

古
典
派

､

マ

ル

ク

ス

派

お
よ

ぴ
シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

ー

流
の

ア

イ

デ
ア

に

富
ん

だ
､

い

わ

ゆ
る

ロ
e

?

○

ロ.

官
署
e

な
モ

デ
ル

の

体
系
化
を

は

じ

め

と

し

て
､

声
e

叫

ロ
e
∽
-

中
ロ

及

び

吋
○
∽

t
･

内
e

叫

n
e

巴
P
ロ

の

動
学
理

論
の

｢

成
長
化
+

を

試
み
た

｡

(

第

一

～
一

一

章
)

肖
､

新
古
典
派
的
接
近

法
に

よ

る

巨
視
的
成
長
理

論
の

分
析
と

そ
の

拡

張
を

行
な
い

､

成
長
の

｢

原
動
力
+

で

あ

る

技
術
進
歩
の

基
本
的
理

論

構
造
を

設
定
し
､

ま

た

貯
蓄
の

異
な
っ

た

ビ

ヘ

イ
ビ

ア

と

内
生

的
人

口
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理

論
の

成
長
の

安
定
性
に

対
す
る

影
響
を

検
討
し

､

い

く
つ

か

の

新
し

い

定
理

を

導
い

た
｡

(

第
三

1

九

革
､

一

二

幸
)

⇔
､

現
代
成
長
理

論
の

中
心

的
存

在
で

あ
る

生

産
関
数
お

よ

び

技
術
進

歩
の

理

論
的

､

実
証
的
分
析
を

行
な
い

､

ア

メ

リ

カ

及
び

日

本
経
済
に

こ

の

モ

デ
ル

を

あ

て

ほ

め

た
｡

い

く
つ

か

の

新
し
い

型
の

生

産
関
数
を

導
入

し
､

技
術
変
化
が

資
本
と

労
働
の

双

方
の

要
素
拡
大
的
(

句

旨
t

O

ワ

A
仁
g

m
e

已
ど
g
)

で

あ

る

場
合
の

技
術
進

歩
と

生

産
関
数
と

を

同
時
に

(

1
)

推
計
す
る

方
法
を

考
案
し

た
｡

(

第
一

〇

-
一

一

章
)

(

1
)

元

来
技
術

進
歩
が

要
素
拡

大

的
で

あ

る

場
合

､

生

産
関

数
と

技

術

変
化
を

同

時
に

推
計
す
る

こ

と

滋

｢

不

可

能
+

と

さ

れ

て

い

た

(

こ

れ

を

不

可
能
の

定

理

-
Ⅰ

日
勺
○
川

乱
文
-

芹
q

→
F
e

0
1
e

日

と

い

う
)

｡

第
一

一

章
に

お

い

て

は
､

あ

る

条
件
の

も

と
で

は
こ

の

推

計
が

｢

可

能
+

で

あ

る

こ

と
が

示
さ

れ

た
｡

帥
､

最
後
に

､

主
と

し
て

巨
視
的
観
点
か

ら
こ

の

論
文
で

展
開
し
た
モ

デ
ル

を

使
い

､

成
長
政
策

､

最
適
成
長
の

理

論
を

と

り

あ

げ

た
｡

不
安

定
成
長
下
の

財
政
政
策

､

明
確
に

効
用
指
数
お

よ

び

そ
の

他
の

目
的
関

数
を

導
入
し

た

場
合
の

最
適
成
長
政
策
な

ど

を
､

有
限
お

よ

び

無
限
時

間
の

最
適
制
御

(

○
雪

一

日
巴

0

0

已
3
-

)

の

問

題
と

し
て

分
析
し
た

｡

(

第
一

三

!
一

五

革
)

｡

な
お

章
節
別
構
成
は

下
記
の

如
く
で

あ

る
｡

B

章
節
別
構
成

帯

革

印
象
派
的
成
長
理

論

一

･

二

第
二

章
二
･

一

二

二
一

第
三

孝

三
･

一

三
･

二

三
･

三

三
･

四

第
四

革
四

･

一

四
･

二

四
･

三

四
･

四

四
･

五

四
･

六

第
五

革
五
･

一

五

二
一

五

二
二

第
六

章
六

･

一

停
滞
経
済
へ

の

移
行
過

樫
と

し
て

の

成
長

-
古
典
派
的
成
長
理

論
の

骨
椿
-

歴
史
的
自
然
法
則
と

し

て

の

成
長

不

安
定
均
衡
の

成
長
理

論

均
衡
値

一

定
の

不

安
定
モ

デ
ル

成
長
と

変
動
-
p
U

竪

丁

内
e

叫
ロ
e

巴
p

臼

の

成
長
理

論

生

産
関
数
の

理

論
-
安
定
的
成
長
理
論
の

予
備
考
察

生

産
関
数
と

等
量
曲
線
(

H
恥

碁
P

已
)

一

次
同
次
関
数
と

オ

イ

ラ

ー

の

定
理

代
替
の

弾
力
性

-
予
備
的
考
察

代
替
の

弾
力
性
と

生

産
関
数
の

形

長
期
成
長
均
衡
の

安
定
性
-
新
古
典
派

的
成
長
理

論
-

｢

長
期
成
長
均

衡
+

の

樽
徽

｢

長
期
成
長
均
衡
+

の

存
在
と

安
定
性

長
期
成

長
均
衡
と

賃
金
率
お

よ

び

利
子
率
の

動
き

二
､

三

の

例

代
替
の

弾
力
性
と

安
定
条
件

数
学
付
巌

技
術
変
化
と

生
産
関
数

技
術
変
化
の

種
々

の

形
態
-
中
立

性
の

形
態

-

代
替
の

弾
力
性
と

中
立
的
技
術
進
歩

中
立
性
の

定

義
と

応
用

技
術
進
歩
と

成
長
の

安
定
性

ハ

ロ

ッ

ド

的
中
立
の

技
術
進
歩
と

成

長
の

安
定
性

4 8 7
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六
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六

第
七
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七
･

一

七
･

二

七

二
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七
･

四

第
八

草
八

･

一

八

ニ
ー

八

二
二

八
･

四

八
･

五

八
･

六

第
九
童
丁

九
･

一

九
･

二

ヒ

ァ

ク

ス

的
中
立
の

技
術
進
歩
を

と

も

な

う

成
長
モ

デ
ル

ソ

ロ

ウ

型
お

よ

び

生

産
要
素
拡
大
型
(

f

p
O

t
O

?
巴
-

的

日
e

苧

こ
β

的
)

の

技
術
進
歩
と

成
長
の

安
定
性

分

配
率
の

漸
近

的
性
質
と
ヒ

ブ

タ

ス

的
中
立
の

技
術
進
歩

短

期
的
技
術
進
歩
と

長
期
的
鼓
術
進
歩

数
学
付
録

内

生
的
技
術
進
歩

く
i

n
t

p

的
e

呂
O

P
の
ー

の

内
生

的

技
術
変
化

く
i

n

ぎ
g
e

呂
○
(

訂
-

の

安
定
性

P
e

p
→

n
-

ロ

g

呂
○

計
-

ベ

ー

ム

･

バ

グ
エ

ル

ク

=

ゲ
ィ

ク

セ

ル

(

せ
O

F

巨
･

せ
P

弓
e

け

打

-
.

宅
-

の

村

旨
-

-

)

的
成

長
の

理

論

成
長
理

論
に

お

け
る

古
典
況
的
要
素

貯
蓄
関
数
の

形
態

貯
蓄
率
の

変
化
と

成

長
の

安

定

性
-
Z
e

?
内
e

呵

n
e

S
-

p

ロ

の

成
長
モ

デ
ル

新
古
典
派
モ

デ
ル

に

お

け
る

貯
蓄
率
の

変
化

人
口

増
加
率
の

変
化

成
長
過
程
に

お

け

る

｢

土

地
+

の

役
割

数
学
付
録

ハ

ロ

ッ

ド
=

ド

ー

マ

ー

の

モ

デ
ル

対

新
古
典
派
の

成
長
モ

デ

レノ新
古
典
派
経
済
成
長
モ

デ
ル

調

整
過
超
の

速
度

九
･

三

要
約

九
･

四

E
納

戸
ロ
t

e

の

代
替
と

的
M

勺
○
∽

t

の

代
替

九
･

五

付
録
1
ハ

ロ

ッ

ド
‖

ド

ー

マ

ー

の

モ

デ
ル

に

お

け
る

不
安

定
性
原
理
の

証
明

第
一

〇
章
ア

メ

リ

カ

経

済
の

成
長
分
析
-
生

産
関
数
お

よ

び

技
術
進
歩
の

推
計

一

〇

二

要
約

一

〇
･

二

主
要
変

数
の

長
期
ト

レ

ン

ド

一

〇
･

三

成
長
の

意
味
づ

け

一

〇
･

四

数
学

要
約

.
一

〇
･

五

推
計

資
料
お
よ

び

推
計
方
法

付
録
A

技
術
進

歩
の

推
計
に

つ

い

て

の

い

わ

ゆ

る

ソ

ロ

ー

方

式

(

∽
○
-

○

司

呂
e

t

F
O

e
と

ケ
ン

ド

リ
γ

ク

方
式
(

内
e

ロ

告
-

○

打

呂
e
t

F

&
)

に

関
す
る

ノ

ー

ト

付
録
B

日

本
経
済
の

技
術
進
歩

-
ア

メ

リ
カ

経
済
と
の

簡
単
な

此

較

1

4∂∂

第
一

一

章

一

一

二

一

一

二
一

一

一

･

三

一

一

･

四

一

一

･

五

生

産
関
数
と

非
中
立
的
技
術
変
化
の

推
計

中
立

的
技
術
進
歩

､

S
O
-

○

弓

日
e
t

F
O

♪

お

よ

ぴ

C
O

b

F

ロ
○

白

色
監

生

産
関
数

非
中
立
的
技
術
進
歩
の

理

論

C
O

b

F
ロ
○
亡

丙
-

監

型
の

生

産
関
数
の

テ
ス

ト

と

代
替
の

弾

力
性
に

関
す
る

分
析

A
(

什
)

お

よ

び

只
t
)

の

推
計

生

産
関
数
の

推
計



一

一

･

六

第
一

二

章

一

二
･

一

一

二
･

ニ

ー

二

二
二

第
一

三

章

一

三
･

一

一

三

二
一

一

三

二
二

第
一

四

章

一

四
･

一

一

四

二
一

一

四

二
二

一

四
･

四

第
一

五

章

一

五
･

一

一

五
･

二

一

五

二
二

一

五
･

四

一

五
･

五

要
約

モ

デ
ル

の

拡
張

二

部
門
分

析
の

成
長
理

論

実
物
経

済
と

貨
幣
経
済

資
本
移
動
と

経
済
成
長

成
長
政

策

不
完
全

雇
用
下
の

成
長
政
策

新
古
典
派
成
長
モ

デ
ル

に

お

け
る

財
政
政
策
の

役
割

成
長
政
策
に

お

け

る

そ
の

他
の

問
題
点

最
適
成
長

最
適
貯
蓄
率
の

決
定

→

≡
+

日

宮
村
e

定
理

消
費

→
声
コ
}

p
i

村
e

定
理

と

｢

黄
金

時
代
+

を

達
成
す
る

最
適
経

路

勺
○

已
→

当
P

g

ど

の

｢

極
大
性
原
理
+

に

関
す
る

数
学
註

異
時
点

間
の

効
率
と

最
適
成
長
政
策

序
論

最
適
成
長
の

規
準

成
長
モ

デ
ル

異
時
点

間
の

最
適
戦
略

要
約

( 1 4 7) 彙

第

孝
C

章
別
要
旨

こ

の

章
で

は
い

わ

ゆ
る

｢

印
象
派
的
成
長
理

論
+

を

と

り
あ

つ

か

う
｡

印
象
派
の

お

も

な

特
徴
は

､

山

経

済
の

と

り

扱
い

方
が

拡
大
な

分

野
に

わ

た

り
､

純
粋
に

経
済
的
な

も
の

の

み

な

ら

ず
､

社
会
的

､

政
治
的

､

歴
史
的

､

哲
学
的
要
素
を

も

そ

の

議
論
の

背
景
に

と

り

入
れ

て

い

る

こ

と
､

惚

経
済
の

と

ら

え

方
が

個
人
の

経
験

､

あ

る
い

は

歴
史
的
な

背
景
を

中
心

と

し

て
､

｢

印
象
+

を

基
に

し

た

考
え

方
に

よ
っ

て

い

る

こ

と
､

胤

そ

の

結
果

､

結
論
が

往
々

に

し

て

日

日
○

江
○

ロ

巴

で
､

必

ず
し

も

実
証
的
に

証

明
さ

れ

う
る

方
法
論
に

よ
っ

て

導
き

出
さ

れ

た

も
の

で

は

な
い

こ

と
､

な

ど
で

あ

る
｡

印
象
派
的
成
長
理

論
は

大
き

く
二

つ

の

カ

テ
ゴ

リ

ー

に

分
け

る

こ

と
が

で

き
る

｡

第
一

の

見
方

は

A
.

S

m
-

t

F
}

P

巴
β

邑
○

､

戸

呂
巴
t

F

宏

に

代
表
さ

れ

る

長
期
的

停
滞
へ

の

移
行
過
超
の

成
長
理

論
で

､

第
二

の

見
方
は

､

マ

ル

ク

ス

(

呂
P
→

且
､

シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

ー

(

哲
F
日

日
勺
?

t

e

ユ

に

代
表
さ

れ

る

歴
史
的
必

然
性
と
し

て

の

成
長
-
崩
壊
の

理

論
で

あ
る

｡

こ

の

章
に

お
い

て

は
こ

れ

ら
二

種

類
の

考
え

方
を

現
代
的
成
長
理

論
の

観
点
か

ら

定
式
化
し

た
｡

先

ず
一

般
的
要
約
と

し

て
､

生

産
関
数

､

人
口

増
加
関
数
を

も

と

に

し

て

古
典
派
理

論
を

一

つ

の

定
差
方
程
式
体
系

に

ま

と

め
､

そ

の

解
の

運
動
を

分
析
す
る

こ

と
に

よ
っ

て

古
典
派

的
成
長

理

論
の

骨
格
を

示
し

た
｡

次
に

進
ん
で

､

ス
､

､

､

ス
､

リ

カ

ー

ド
､

マ

ル

サ

ス

的
理

論
を

定
式
化
し

､

そ
の

体
系
の

長
期
的
経
路
を

分

析
し

た
｡

マ

ル

ク

ス
､

シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

ー

の

理

論
に

つ

い

て

も

同
様

､

一

連
の

微
分
方
笹

式
を

設
定
し

､

そ

の

現

代
的
解
釈
を

行
な
っ

た
｡

第
二

革

こ

の

章
で

は

不

安
定
均
衡
の

成
長
理

論
を

分
析
し

た
｡

は

じ

め

に
､

い

わ

ゆ
る

内
e

呵

β
e

S
-

p

ロ

の

変
動
理

論
を

と

り

あ

げ
､

つ

ぎ

に

p
U

監
1

9

内
e

3
e

巴

呂

の

理

論
を
｢

成
長
化
+

し

た
｡

内
e

召
e

巴

昌
の

理

論
で

ほ

胡

｢

+



一 橋論叢 第六 十 二 巻 第 四 号 ( 1 4 8)

景
気
循
環
論
に

主

眼
を
お

き
､

経
済
が

一

定
の

均
衡
レ

▼ベ
ル

を

中
心
に

上

昇
､

下

降
を

く

り

返
す
も
の

と

さ

れ

て

い

る
の

に

対

し
て

､

吋
○
聖

丁

内
e

y

苧

e

∽

㌻
n

で

は

均
衡
水
準
自
体
に

長
期
の

ト
レ

ン

ド

を

認
め

､

経
済
は

あ
る

一

定
率
で

成
長
し

て

ゆ

く

均

衡
値
の

ま

わ
り

を

上
下
し

な

が

ら
､

変
動
し

て

ゆ

く
も

の

と

さ

れ

て

い

る
｡

経
済
体
制
が

､

場
合
に

よ
っ

て

は

賃
金

､

利
子

､

そ

の

他
の

変
数
に

非
伸
縮
性
が

あ
る

た

め
､

市
場
が

需
要
供
給
の

変
化
に

順
応
し

な

い

こ

と

に

な

る

が
､

こ

こ

で

考
察
す
る
モ

デ
ル

は
､

暗

黙
的
に

こ

う
し

た

市
場
の

硬
直
性
を

前
提
と

し
て

組
立
て

ら

れ

て

い

る
｡

経
済
に

ほ

長
期
の

成
長
均
衡
点

､

あ

る
い

は

均

衡
嬢
路
が

あ

る

と

し

て

も
､

現
実
に

は
､

こ

う
し
た

均
衡
値
は

市
場
の

村
-

g

E
芹
y

の

た

め

に
､

常
に

不

安
定
な

状
態
に

あ
る

と

考
え

ら
れ

る
｡

簡
単
な
モ

デ
ル

を

使
っ

て
､

長

期
の

均
衡
値
が
一

定
で

､

経
済
が

一

た

ん

そ
の

値
を

は

な
れ

た

ら
､

累
積

的
に

こ

の

運
動
を
つ

づ

け
る

傾
向
を

説
明

し
､

同
時
に

均
衡
値
そ
の

も

の

に
一

つ

の

ト
レ

ン

ド

:
フ

ィ
ン

を

認
め

､

そ

の

ト
レ

ン

ド

を

中
心
に

､

不

安
定
な

均
衡
成

長
を
つ

づ

け

る
メ

カ

ニ

ズ

ム

を

分
析
し

た
｡

第
三

章

戦
後
ア

メ

リ

カ

経
済
を

含
む
い

わ

ゆ
る

西
側
の

経
済
は

史
上

最
高
と
い

わ
れ

る

好
景
気
を

維
持
し
､

そ
の

結
果
次
第
に

成
長
の

景
気
循

環
的
側
面
よ

り
も

､

そ

の

安
定

性
､

な
い

し
は

持
続
性
の

問
題
に

日
を

向

け
る

必

要
が

生
じ
た

｡

こ

う
し

た

背
景
に

生

ま

れ
た

新
古
典
派
的
成
長
理

論
は

生

産
要
素
の

代
替
を

主
軸
と

し

て

組
立
て

ら
れ

て

い

る

生
産
関
数
の

理

論
を

そ

の

中
心

的
基
礎
と

し

て

い

る
｡

こ

の

章
で

は
､

生

産
関
数
の

現

代
理

論
を

精
密
に

分
析
し

､

特
に

後
事
で

重

要
な

役
割
を
え

ん

ず
る

生

産

関
数
と

代
替
の

弾
力
性
と
の

関
係
に

つ

い

て

考
察
し

､

C
肖
S

生

産

関

数

の

導
出

､

又

著
者
が

特
に

後
事
で

使
用
す
る

た

め
に

考

案
し

た

C
的
D
ロ

9 〇
一

皿
丁

関
数
な

ど
を

検
討
し

た
｡

ま

ず
生

産
関
数
と

等
量
曲
線
と

の

関
係

､

一

次

同
次
関

数
と

オ

イ

ラ

ー

の

定
理

と

の

関
係

､

代
替
の

弾
力
性
と

生

産
関
数

と
の

関
係
に

つ

い

て

の

詳
細
な

分
析
か

ら

出
発
し

て
､

代
替
の

弾
力

性
を

実
証
的
に

推
計
す
る

目
的
か

ら

設

定
し

た

生

産
関
数
に

つ

い

て
､

そ

の

特

質
を

考
察
し

､

ま
た

そ

の

導
出
方
法
を

示
し

た
｡

特
に

代
替
の

弾
力
性
が

ヽ

ヽ

不

変
で

あ
る

C
崗
S

関
数
に

つ

い

て

は
､

新
し

く

J

e

白

岩
日

の

不

等
式
を

ヽ

ヽ

使
っ

て
､

そ
の

性
質
を

詳
し

く

検
討
し

た
｡

ま

た

代
替
の

弾
力
性
が

変
化

ヽ

ヽ

す
る

場
合
の

最
も

実
証
的
に

簡
単
な

場
合
と

し
て

C
切

口
D

関
数
と

F
的

S

関
数
を

考
案
し

た
｡

C
開
ロ
D

関

数
ほ

ロ
営
P
ゆ

す
已
H

ロ

監
t

ど
ー
t

呵

○
杓

ロ
?

3 .

言
か

ロ
e

日
P
ロ

ト

(

派
生

需
要
の

弾
力
性
が

一

定
)

の

生

産

国
数
で

､

技

術
進
歩
が

非
中
立
的
で

あ

る

場
合
の

生

産
関
数
の

推
計
に

重

要
な

関

数
と

な
る

｡

F
出
払

関
数
は

巳
ロ
¢
p
→

申
-

監
江
O
i

t

y

O
恥

S

仁

訂
t
-

t

已
-

○
ロ

(

線
型ヽ

代
替
弾
力
性
)

の

生

産
関
数
で

､

弾
力
性
が

資
本
労
働
此
と

比
例
し

て

変

ヽ

ヽ

ヽ

(

2
)

化
す
る

様
な

生
産
関
数
で

あ
る

｡

(

2
)

㌣
]

昂

関

数
の

実
証
的

意
味
に

つ

い

て

は
､

出
塁
計
宅

且
っ

由
Q
n

き
･

勺

ヨ
訂
句

中
ヾ

邑

哲
邑
訂
畏
Q

也
-

宅
○

デ
ー

讃
00

の

私
の

論
文
に

詳
細
な

分

析
を
し

て

お

い

た
｡

第
四

草

不

安
定
成
長
の

理

論
を

代
表
す
る

R
e

叫
ロ
e

∽

訂
β
､

勺
○
∽

丁
内
¢

y
･

日
e

乱
臣
口

的
成
長
理

論
は

､

代
替
の

弾
力
性
ゼ

ロ

の

場
合
の

特
殊
理

論
で

､

経
済
は

む

し

ろ
､

通
常
の

代
替
可
能
な

生

産
関
数
を

背
景
と

し

て

運
行
し

て

い

る

と

す
れ

ば
､

成
長
は

む
し

ろ

安
定
的
で

あ

る

方
が

よ

り

現
実
的
で

あ

る

と
い

ぇ
よ

う
｡

こ

の

事
で

は

安
定
を

保
障
す
る
モ

デ
ル

に

つ

い

て

新



古
典
派
的
接
近

沃
を

導
入

し
て

詳
細
な

分
析
を

加
え

た
｡

経

済
が
一

次
同

次
の

二

要
素
(

資
本
と

労
働
)

か

ら
な

る

生

産
関
数
を

用
い

て

生
産
が

行

な
っ

て

い

る

時
､

完
全
競
争
下
で

労
働
が

一

定
の

成
長
率
で

増
加
し

､

所

得
の

一

定
の

割
合
が

貯

蓄
-
投
資
さ

れ
る

状
態
の

も

と

で
､

果
し
て

長
期

の

所
得
及
び

資
本
の

成

長
率
が

労
働
の

成
長
率
と

同
値
に

な

り

得
る

か
､

し
た

が

っ

て

長
期
成
長
均
衡
の

存
在
性
と

安
定
性
は

保
障
さ

れ

う
る

か

な

ど
の

問
題
を

検
討
し

た
｡

一

般
的
に

の

ぺ

て
､

こ

の

様
な

長
期
成
長
は

長

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

均

衡
が

存
在
す
れ
ば

同
時
に

安

定
的
で

あ

り
､

存
在
条
件
が

代
替
の

弾
力

性
を

使
っ

て

明
確
に

分
析
さ

れ
､

い

く
つ

か

の

新
し
い

定
理

が

導
か

れ

た
｡

特
に

G
-
▲

旨
p
-

な

安
定
条
件
と

し

て

定
理
(

代
替
の

弾
力

性
と

成
長
の

安
定
性
に

関
す
る

定
理
)

新
古
典
派
成
長
モ

デ
ル

は
､

代
替
の

弾
力

性
が

次
の

条

件
を

漸
近
的

に

満
足
す

れ

ば

す
べ

て

の

均
衡
所
得
l

資
本
此

に

対

し

て

G
-

○
オ

声
-

-

叫

に

安
定
で

あ
る

｡

q
(

且
肌

炸

汁

白

､

芋
どl

引-

(

苛

関
与
苦
与

蓋
き

バ
)

｡
(

忠
-

＋

酢
(

白

8

＋
韓
日

汁
仙

丹

諭
告

遼
･

｢

バ
)

( 14 9) 彙

汁
托

｢

q
(

且
=

詔
蠍
8

境
辻

清
一

串

1-
-

d

紗
か

什

ヰ
か
0

第
五

草

こ

の

事
で

ほ

技
衝
進

歩
の

種
々

の

定

義
､

と

く
に

そ
の

｢

中
立

性
+

に

関
す
る

定
義
か

ら

出

発
し

､

そ

の

経
済
的
意
義
に

つ

い

て

分
析
し

た
｡

こ

の

章
の

分
析
は

後
事
で
二

つ

の

役
割
を

え
ん

ず
る
こ

と
に

な

る
｡

第
一

に

経
済
が

技
術
変
化
を

と

も

な

う
場
合

､

い

か

な

る

形
の

技
術
変
化

ヽ

ヽ

ヽ

が

安
定
的
で

あ

る

か

と

い

う
問
題
の

解
明
と

､

第
二

に

か

り

に

あ

る

種
の

技
術
変
化
を

想
定
す
る

場
合

､

現
実
に

は
､

い

か

な
る

方
法
で

技
術
変
化

の

速
度
を

推
計
で

き

る

か

と
い

う
問
題
の

分
析
に

通
じ

て

い

る
｡

こ

の

意

味
に

お
い

て

本

草
は

技
術
進
歩
の

問
題
点
を

と

ら

え

る

最
も

基
本
的
な

研

究
で

あ

る
｡

技
術
変
化
の

種
々

の

形
態
を

調
べ

る

た

め

に
､

｢

不

変

性
の

原
理
+

(

守
i

計
首

-

¢

○
{

H

n

さ
旨
p

胃
①
)

を

導
入

し
､

こ

れ

ま
で

一

般
的

に

使
用
さ

れ

て
い

た

H
ど
打
払

塑
､

出
P

∃
已

型
の

他
に

哲
-

○

弓

型
､

句
P
･

〇
t

O

ワ
A

長
日
e

n
t

昌
.

g

(

要
素
拡
大
的
)

そ

の

他
一

二

種
類
の

新
し
い

型
の

技
術
進
歩
を

定
義
し

て
､

そ

れ
に

対

応
す
る

生
産
関
数
の

形
を

導
い

た
｡

特
に

句

g
t

O

?
A
亡

両

日
e

n

江
β
g

な

技
術
進
歩
に

つ

い

て

は
､

こ

の

不

変

ヽ

ヽ

性
の

原
理

を

使
用
し

て
､

労
働

､

資
本
双

方
の

効
率
と

生

産
関
数
を

同

時

に

推
計
で

き
る

道
を

開
い

た
｡

第
六

草

第
四

章
で

検
討
し

た

新
古
典
派
的
経
済
理

論
の

安
定
性
は

､

生

産
関
数
が

長

期
に

技
術
変
化
の

影
響
を

受
け

な
い

と
い

う
仮
定
の

う
え
に

立
っ

て

い

た

が
､

こ

の

章
で

ほ

前
章
で

分
析
し

た
い

く
つ

か

の

型
の

技
術

進
歩
の

う
ち

､

と

く
に

代
表
的
な

ケ

ー

ス

と

し

て

出

告
→

&

型
､

H
i

O

打
払

型
､

哲
】

○

弓

型
に

つ

い

て
､

経
済
が

果
し
て

､

長
期
的
安

定
性
を

確
保
で

き
る

か

香
か

の

問
題
に

目
を

向
け
た

｡

所
得
分

配
率
が

漸
近

的
に

n
O

す
b
=

ロ
○

点
-

怒

型
に

近

づ

く

よ

う
な

生

産
関
数
の

湯
合
は

､

技
術
進

歩
が

H
†

0

打
払

型
､

p
ロ
ー

○

司

型
あ

る
い

ほ

句

琶
t

O

?
A

点
2
e

邑
ど
g

型
で

あ
っ

て

.丁
一

も

安
定
性
が

保
障
さ

れ

る
こ

と

を

証
明
す
る

と

同
時
に

､

進
ん

で

こ

の

梯

49
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な

生

産
関

数
の

形
を

求
め

た
｡

第
七

草

資
本
蓄
積
が

行
な

わ

れ
､

労
働
の

教
育
投
資
が

盛
ん

に

行
な

わ

れ

て

い

る

現
実
の

経
済
に

お
い

て

は
､

技
術
進
歩
は

こ

う
し

た

経
済
の

内

部
的
要
因
の

変
化
に

従
っ

.
て

発
生

し
て

く
る

は

ず
で

あ

る

が
､

こ

の

事
で

は
こ

う
し
た

内
生

的
技
術
進
歩
の

問
題
を

と

り
あ

げ

た
｡

特
に

輯

2
す
0
･

巴
e

P

→
e
O

ビ

2 .

β
-

吋

3
内

諾
琵

の

問
題
を

検
討
し

､

い

わ

ゆ

る

<
-

ロ

訂
的
①

呂

邑
e
-

を

考
察
す

る

と

と

も
に

F
2

P

2
F
g

呂
○

計
-

の

問
題
点
な

ど
に

も

分
析
を

加
え
た

｡

ま

た

｢

生

産
期
間
+

を

重

ん

ず
る
】

ざ
F

m
l

野
毛
e

昇

一

弓
-

○

灯

邑
-

的
な
モ

デ
ル

の

現
代
的
成
長
化
を

試
み

､

い

く
つ

か

の

興
味

あ
る

結
論
を

導
い

た
｡

第
八

草

不
安
定
均
衡
が

､

資
本
-
労
働
化
の

調

整
の

み

な

ら

ず
､

貯
蓄

率
の

調
整
に

よ
っ

て

も
､

除
去
さ

れ
る

こ

と

が

あ

り

う
る

点
を

強
調
し
､

分
配
率
の

変
化
を

通
じ

て

お

こ

る

貯
蓄
率
の

変
化
が

経
済
の

長
期
的
均
衡

を

維
持
す
る

の

に

大
き

な

役
目
を

果
た

す
こ

と

を

示

し
た

｡

古
典
派
的
貯

蓄
関
数
と

安
定
性
の

問
題

､

ま
た

い

わ

ゆ

る

Z
e

?
内
e

y

ロ
e

∽

訂
ロ

の

成
長

モ

デ
ル

の

特
質

､

人

口

増
加
率
が

変
化
す

る
モ

デ
ル

の

安
定
性

､

そ

し

て

最
後
に

｢

土

地
+

の

現
代
成
長
理

論
に

お

け
る

役
割
な

ど
が

詳
細
に

検
討

さ

れ

て

い

る
｡

数
学
付
録
と

し

て

呂
p

謡

ぎ
〓
‖

H
-

○

打
∽

の

派
生

需

要
の

理

論
の

一

般
化
が

行
な

わ
れ

､

い

く
つ

か

の

新
し
い

結
果
が

導
出
さ

れ

た
｡

第
九
革

新
古
典
派
成
長
モ

デ
ル

と
ハ

ロ

ッ

ド
‥

ド

ー

マ

ー

の

モ

デ
ル

と

の

対

此
が

行
わ

れ

て

い

る
｡

特
に

新
古
典
派
モ

デ
ル

に

お

け
る

時
間
の

調

整
は

非
常
に

長
期
間
を

要
し

､

そ

の

ス

ピ

ー

ド

は

極
め
て

遅
い

こ

と

が

証

舵

明
さ

れ

た
｡

し
た

が
っ

て

現
実
的
に

は

調
整
が

皆
無
で

あ

る

と

仮
定
す

る

≠

ハ

ロ

ッ

ド
=

ド
ー

マ

ー

の

理

論
と

は

差
寒
変
ら

な
い

こ

と

に

な

る
｡

こ

の

間
題
は

最
近

何
人
か

の

経
済
学
者
に

よ
っ

て
､

種
々

臭
っ

た
モ

デ
ル

に

適

用
さ

れ
､

い

ろ
い

ろ

の

人
の

興
味
を

ひ

き
つ

け
て

い

る
｡

第
一

〇
章

一

九
一

〇
-

一

九
六

〇
年
間
の

ア

メ

リ

カ

経

済
の

成
長
過
橿

を

分
析
し
､

新
古
典
派
的
接
近

法
を

用
い

て
､

実
質
所

得
､

労
働
お

よ

び

資
本
の

投
入

量
､

要
素
価
格
お

よ
び

生
産
性
の

上

昇
を

示

す
技
術
進
歩
の

諸
変
数
が
い

か

な

る

動
向
を

示

し
た

か

を

み

る

と

同

時
に

､

こ

れ

ら
の

諸

変
数
間
の

相
互

関
係
が
い

か

な
る

も

の

で

あ
っ

た

か

を

考
察
し
た

｡

こ

の

事
と

次
の

章
は

､

い

わ
ば

､

理

論
の

応
用
的
性
格
を

も
っ

て

お

り
､

理

論

の

実
用
性
の

フ

レ

イ

ヴ
ァ

が

あ

る
｡

さ

き

に

の

ぺ

た

C
E
∽

関
数
を

用
い

て

ア

メ

リ

カ

経
済
の

長
期
の

生

産
関
数
の

推
計
が

行
な

わ

れ
､

代
替
の

弾

力
性
〇

･

六

を

算
出
し

た
｡

こ

の

億
は

､

｢

吊
e

邑
ユ

昇
‖

S

邑
○

の

代

替

の

弾
力
性
+

の

推
計
と
し

て

知
ら
れ

て

い

る
｡

数
学
的
要
約
が

付
加
さ

れ

て

い

る

が
､

そ

れ

自
体

､

現
実
の

経
済
の

変
数
の

相
互
関
係
を

示
す
ま

と

ま
っ

た

試
み

と
な
っ

て

い

る
｡

第

二

草

生

産
関
数
と

非
中
立
的
技
術
変
化
の

推
計
が

行
な

わ

れ

て

い

る

が
､

こ

れ

ま
で

標
準
的
に

使
用
さ

れ
て

き
た

方
法
と

は

次
の

二

点
で

臭

っ

て

い

る
｡

す
な

わ

ち
H
技
術
進
歩
が

H
-

｡

打
∽

の

意
味
で

非
中
立
的
で

あ

り

(

正

確
に

は

句
p
O
t

O

?
A
n
粥

日
e

n

江
口

巴
､

ま

た
､

日
生

産
関
数
ほ

可

変
(

不

変
は

な

く
)

的
な

代
替
の

弾
力
性
を

有
す
る

関
数
を

用
い

て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

さ

き

に

の
ぺ

た

C
E

せ
ロ

の

関
数
を

用
い

て
､

し

か

る
､
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｢

不

変
性
の

庶
埋
+

を

導
入

し

て
､

非
中
立

的
技
術
進
歩
を

測
定
す
る
こ

ヽ

ヽ

と

が

可
能
と

な
っ

た
｡

ま
た

こ

の

事
で

は

H
-

○

打
払

『

貸
金
の

理

論
』

の

現

代

的
発
展
を

示

す
非
中
立
的
技
術
進

歩
と

分
配
の

理

論
を

分
析
し

た
｡

理

論
Ⅰ

実
証
の

最
も

良
い

例
を

示

す

革
と

な
っ

て

い

る
｡

第
一

二

草

こ

の

章
で

は
､

こ

れ

ま
で

行
な
っ

て

き
た

分
析
を

と

く
に

モ

デ
ル

を
二

部
門
分
析
に

拡
張
し
､

一

部
門
分
析
と

の

比

較
を
こ

こ

ろ

み
た

｡

二

部
門
分
析
の

既
存
の

結
論
は

極
端
な
コ

ー

ナ

ー

0

0
▲

邑
琵
O

n
∽

で
､

こ

の

事
で

は
二

部
門
成
長
モ

デ
ル

が
､

既

存
の

結
論
に

反
し

て
､

は

る

か
に

広
大
な

領
域
で

､

そ

の

安
定
性
が

保

障
さ

れ

る

こ

と

を

示
し

た
｡

ま

た

労
働
と

資
本
の

代
替
に

主
眼
を

置
く

新
古
典
モ

デ

ル

に
し
こ

く
に

貨

幣
を

E
M

七
-

-

○
-

什

に

導
入
し

た

場
合
に

は
､

い

か

な
る

精
巣
を

も

た

ら

す
か

の

問
題
に

つ

い

て

も

検
討
を

加
え

た
｡

そ

し

て

最
後
に

モ

デ
ル

の

踪
合
的
応

用
と
い

う
意
味
で

､

二

国
間
の

国
際

貿
易
の

成
長
理

論
を

と

り

扱
っ

た
｡

と

く

に

｢

富
め
る

国
+

と

｢

貧
乏
な

国
+

と
が

そ

れ
ぞ

れ
一

定
の

労
働
力

の

増
加
を

と

も
な

っ

て

成
長
し

て

い

る

と

き
､

果
た

し

て

長
期
に

貿
易
と

資
本
導
入

を

と
も

な
っ

て

双

方
の

経

済
が

安
定
的
に

成
長
を

維
持
す
る

こ

と

が

で

き
る

か

香
か

の

問
題
に

検
討
が

加
え

ら
れ

た
｡

第
一

三

革

こ

れ

ま

で

の

議
論
に

お
い

て

は
､

経
済
の

す
ぺ

て

の

調

整
は

､

市
場
を

中
心

と

す
る

私
企
業
の

競
争

的
メ

カ

ニ

ズ

ム

に

よ
っ

て

行
な

わ

れ
､

公

共
部
門
た

る

政
策
に

は

依
存
し

な
い

と

仮
定
さ

れ

て

き

た
｡

本
章
で

は

こ

う
し
た

政
府
の

政
策
的
観
点
か

ら
､

二

つ

の

ケ
ー

ス

に

つ

い

て

成
長
政

策
の

理

論
を

と
り

あ

げ
た

｡

第
一

に

不

完

全
雇

用
下
の

成
長
政

策
､

第
二

に

新
古
典
派
的
な

成
長
政

策
を

考
察
し
た

｡

第
一

四

章

経
済
の

成
長
政
策
の

も

う
一

つ

の

問
題
で

し

か

も

た

ん
に

均

衡
成
長
を

達
成
し

た

り
､

貯
蓄
率
を

引
き

上

げ
て

､

一

人
当
り
の

所
得
を

上

昇
さ
せ

る

政
策
よ

り
も
っ

と

重

要
な

問
題
は

､

い

わ

ゆ

る

最
適
政
策

､

最
適
成
長
の

問
題
で

あ

る
｡

こ

の

事
で

は
､

一

般
的
に

よ

く

と

り

あ

げ

ら

れ

て

い

る

消
費
の

極
大
を

対

象
と

す

る

最
適
成
長
の

理

論
の

ほ

か

に
､

い

わ

ゆ

る

→

喜
ロ

p

芹
e

の

理

論
の

問
題
点

､

古
典
派

的
目
的

関
数
を

基
礎

と

し
た

分
析
を

行
な
っ

た
｡

ま

た

簡
単
な

ケ
ー

ス

を

と

り

上

げ

て
､

い

わ

ゆ

る

吋
○

已
→

づ
P

g
i

ロ

の

｢

極
大
性
の

原
理
+

の

応
用
を

試
み

た
｡

第
一

五

革

こ

こ

で

と

り

あ

げ

る

問
題
は

長
期
の

社
会
的
厚
生

の

極
大
化

と
い

■
ぅ
よ

り
は

む
し

ろ
､

あ

る

な

ん

ら
か

の

形
で

､

(

た

と

え

ば

政

治

的

な

決
定
と

し
て

､

)

→
P

蒜
e
t

と

し

て

の

資
本
量
(

あ

る

い

ほ

所
得
)

が

決

定
さ

れ
､

歴
史
的
に

与
え

ら
れ

た

現

実
の

贋
本
量
か

ら
こ

の

目
標
と

す
る

資
本
量
に

経
済
を

移
行
す
る

場
合
に

､

貯
蓄
率
を

如
何
に

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

し

た

ら

良
い

か

と

い

う
よ

う
な

問
題
に

対

し
て

解
答
を

与
え

る
｡

こ

こ

で

問
題
と

な

る

目
的
関
数
は

､

た

と

え

ば
､

目
標
と

す
る

成
長
経
路
に

で

き

る

だ

け

早
く

到
達
す
る

-
極
小

時
間
目
標

-
と
い

う
短
期
の

目
標
も

考
え

ら

れ

よ

う
し
､

ま

た
､

こ

の

目
的
の

経
路
に

最
も

ま
さ

つ

を

少
な

く

到
達

し

ょ

う
と
い

う
目
標
も

考
え

ら

れ

よ

う
｡

こ

の

事
で

は

こ

う
し

た

問
題
に

対

し
て

､

明
確
な

目
標
を

設
定
し

て
､

そ

れ
に

到
達
す
る

最
適
経
路
を

求

め

る

た

め
の

成
長
政
策
を

分
析
す
る

｡

ま

ず
､

い

ろ

い

ろ

の

短
期
的
目

的

っ

∂

関
数
の

定
式
化
を

は

か

り
､

そ

の

目

的
関
数
を

極
大
(

或
は

極
小
)

に

す

4 9

｢
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る

た

め

に

は
､

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

･

パ

ラ

メ

ー

タ

ー

を

如
何
に

変
化
ぎ
せ

る

ぺ

き

か
､

現
実
の

経
済
政
策
が

､

果
し

て
､

最
適
政
策
に

て

ら

し
て

意
味

の

あ

る

も

の

で

あ

る

か

香
か

な

ど
の

問
題
を

検
許
し

た
｡

最
後
に

種
々

の

目
的
関
数
に

合
致
し

た

最
適
政
策
が

要
約
さ

れ
､

既
存
の

経
済
財
政
々

策

の

現
代
成
長
理

論
的

意
味
づ

け
が

な

さ

れ

た
｡

D

参
考
論
文
に

つ

い

て

｢

経
済
成
長
の

理

論
+

は
､

私
が

こ

こ

数
年
来
主
と

し

て
､

ア

メ

リ
カ

の

U

3
弓
日

大
単
に

お
い

て

行
な
っ

た
､

講
義
を

も

と

に

し

て

書
い

た

も

の

で

あ
る

が
､

そ

の

多
く
の

部
分
は

ゝ

鳶
3 .

Q

§

由
Q

き
箋
鼠
Q

知
等
計
毒

.

由
Q
h

き
箋
邑
Q

一

計
≦
-

邑
､

軸
琶
き
Q

3

完
守
甘
中

一

知
箋
訂
琶

旦
､

昏
h

き
Q

ヨ
軋

Q

津
守

軋

計
♪

旨
訂

音

量
雪
-

○

ヨ
れ

旨
､

ぉ

き
計
喜

色
っ

由
篭

§
訂
句

中

さ
札

無
已
を

叩

訂
切

に

発
表
し
た

論
文
に

基
礎
を

お
い

て

い

る
｡

成
長
理

論
に

関
す
る

欧
米

､

邦

語
の

せ
叶

茫
-
{

炭
⊇
り

F
叫

は

な

る
ぺ

く

多
く

､

列
挙
し

た
｡

〔

博
士

論
文
審
査
要
旨
〕

論
文

題
目

｢

経
済
成
長
の

理

論
+

静
文

審
査

担

当

者

山

田

勇

荒

憲

治

郎

藤
野
正

三

郎

二

こ

の

論
文
は

､

著
者
が
こ

れ

ま
で

諸
種
の

学
衝
建
議
に

発
表
し

て

き

た

諸
研
究
を

中
心
と

し

て
､

著
者
の

経
済
成
長
に

つ

い

て

の

研
究
を

組

織
的
に

展
開
し

た

力
作
で

あ

り
､

三
つ

の

力
点
を
も

っ

て
い

る
｡

第
一

の

力
点
は

､

新
古
典
派
成
長
理

論
の

研
究
(

第
三

-

六

草
)

で

あ

り
､

第
二

の

そ

れ

は
､

新
古
典
派
成
長
モ

デ
ル

に

お

け
る

調
整
速
度
の

検

討
(

第
九

章
お

よ

び

第

〓
ニ

革
)

で

あ

る
｡

そ

し
て

第
三

の

力
点
は

､

生

産
関
数
と

技
術
進

歩
率
の

統
計
的
推
計
を

中
心

と

し

た

成
長
過
程
の

実
証

分
析
(

第
一

〇
I

一

一

章
)

で

あ

る
｡

こ

れ

ら

の

三

つ

の

力
点
に

配
す
る

に
､

成
長
理

論
に

関
す
る

イ
ン

ト
ロ

ダ
ク

シ

古

ン

的
な

分
析
(

第
一

-
一

一

章
)

､

新
古
典
派
モ

デ
ル

の

拡

張
-

-
ネ

オ
･

ケ

イ
ン

ジ

ア

ン

の

成
長
モ

デ
ル

の

検
討
を

含
む

-
(

第
七

草
､

第
八

草
､

第
一

二

幸
)

､

お

よ

び

最
適
成
長
の

検
討
(

第
一

四

～
一

五

革
)

を
も
っ

て

し

て
い

る
｡

こ

の

論
文
の

革
別
講
成
は

次
の

通
り
で

あ

る
｡

第

三
早

印
象
派
的
成
長
理

論

第
二

革

不

安
定
均
衡
の

成
長
理
論

4 9 4
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第
三

章

第 第 第 第 第 第
九 八 七 六 五 四

学 事 革 革 孝 幸

生
産
関
数
の

理

論

-
安
定
的
成
長
理

論
の

予
備
考
察
-

長
期
成
長
均
衡
の

安
定
性

-
新
古
典
派
的
成
長
理

論
!

技
術
変
化
と

生

産
関
数

技
術
進
歩
と

成
長
の

安
定
性

内
生

的
技
術
進
歩

成
長
理

論
に

お

け
る

古
典
派
的
要
素

ハ

ロ

ッ

ド
=

ド

ー

マ

ー

の

モ

デ
ル

対

新
古

典
派
の

成
長
モ

デ
ル

術
進
歩
を

導
入

し
た

場
合
の

安
定
性
の

検
討
が

行
わ
れ

る
｡

特
に

注
目
す

べ

き

ほ

次
の

点
で

あ

ろ

う
｡

す
な

わ

ち
､

技
術
進
歩
が

存
在
し

な
い

場
合

､

資
本
と

労
働
の

代
替
の

弾
力
性
♂

と

労
働

･

資
本
此

率
∬

と

が
､

∬

の

十

分
小

な

る

備
に

対
し
て

ー

q
(

且
肌

ー

ー

＋

引

∬

の

十
分
に

大
き

な

値
に

対
し

て

く15 3) 彙

第
一

〇
革

ア

メ

リ

カ

経
済
の

成
長
分
析

-
生

産
関

数
お

よ

び

技
術

進
歩
の

推
計

-

第
一

二
早

生
産
関
数
と

非
中
立
的
技
術
変
化
の

推
計

第
一

二

幸

モ

デ
ル

の

拡
張

第
一

三

章

成
長
政
策

第
一

四

章

最
適
成
長

第
一

五

革

具
時
点
間
の

効
率
と

最
適
成
長
政
策

二
､

こ

の

論
文
の

構
成
の

第
一

の

部
分

､

す
な

わ

ち
イ
ン

ト
ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

的
分
析
の

部
分
で

は
､

ス

､
､

､

ス
､

リ
カ

ー

ド
､

マ

ル

サ

ス
､

マ

ル

ク

ス
､

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ
ー

な

ど

の

理

論
を

成
長
理

論
の

観
点
か

ら

簡
単
な
モ

デ
ル

に

ま
と

め

る

こ

こ

ろ

み

が

行
わ

れ
る

｡

ま
た
ハ

ロ

γ

ド
=

ド

ー

マ

ー

型
の

不

安
定
な

均
衡
成
長
の

モ

デ
ル

が

検
討
さ
れ

る
｡

第
二

に
､

新
古
典
派
成
長
モ

デ
ル

の

研
究
に

お

い

て

は
､

著
者
自
身
の

見
解
を

中
心

に

お

き

な

が

ら
､

技
術
進

歩
が

な
い

場
合
の

長
期
均
衡
値
の

有
亜
お

よ

び

晋
定
の

分

析
､

哉
衝
進
歩
に

つ

い

て

の

分
類
学
約
分

析
､

哉

又
且
Ⅳ

ー

ー

＋

引

と
い

う
関
係
を

滞
せ

ば
､

す
べ

て

の

所
得

･

資
本
比

率
に

対

し

て

グ
ロ

ー

バ

ル

に

安
定
で

あ

る

と
い

う
｢

代
替
の

弾
力
性
と

成
長
の

安
定

性
に

関
す

る

定
理
+

が

え

ら

れ

る
｡

ま

た

技
術
進
歩
に

つ

い

て

ヒ

ッ

ク
ス

中
立

､

ハ

ロ

γ

ド

中
立

､

ソ
ロ

ー

中
立
に

加
え
て

､

こ

れ

ら
の

中
立

的
技
術
進
歩
で

問
題
と

さ

れ

る

資
本

･

労
働
比

率
､

産
出
量

･

資
本
比

率
､

産
出

量
･

労

働
此

率
の

任
意
の

一

つ

と
､

資
本
と

労
働
の

限
界
代
替
率

､

利
子

率
(

資

本
収
益
率
)

､

実
質
賃
金
率
の

任
意
の

一

つ

と

を

観
み

合
せ

､

合

計

九

個

の

ケ

ー

ス

に

つ

い

て
､

中
立
性
の

分
有
が

こ

こ

ろ

み

ら

れ

る
｡

ま
た

代
替

の

弾
力
性
を

基
準
と

し
て

中
立
性
を

検
討
し

､

さ

ら

に

六

個
の

ケ
ー

ス

が

附
加
さ

れ
､

合
計

一

五

個
の

ケ
ー

ス

が

え

ら

れ

る
｡

第
三

に
､

新
古
典
派
モ

デ
ル

に

お

け

る

調
整
に

､

い

か

ほ

ど
の

時
間
を

要
す
る

か

と
い

う
点
が

検
討
さ

れ

る
｡

そ

し

て
､

そ
の

調
整

､

例
え
ば

九

尺
U

O
%

の

調
整
に

､

一

〇
〇
年
以

上
の

時
間
の

凝

過
が

必

要
で

あ
る

こ

と

が

d 9

｢
r
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示

さ

れ
る

ヶ

こ

の

調
整
速
度
の

大
き

さ

は

非
常
に

重

要
な

問
題
で

あ

ろ

う
ひ

第
四

は
､

生

産
関
数
と

技
術
進
歩
の

計
測
で

あ

る
｡

こ

こ

で

ほ
､

主
と

し

て

ア

メ

リ
カ

の
一

九
一

九
～

一

九
六

〇
年
の

デ
ー

タ

を

用
い

て
､

技
術

進
歩
は

平
均
的
に

と

γ

ク

ス

中
立
的
で

あ

る

と

仮
定
し

､

C
肖
S

(
0

0

日
S

什

甲

n
t

e
-

P
S
t

-

○

芹
叫

O
f

竺
-

訂
t
i

t

已
-

○

ロ
)

生

産
関
数
に

よ
っ

て

生

産
関
数
を

推

定
し

て

い

る
｡

そ

の

結

果
､

〇
･

五

八
の

代
替
の

弾
力
性
が

え

ら

れ
､

ま

た

四

〇
年
間
に

わ

た

る

ア

メ

リ
カ

の

経
済
の

成
長
趨
勢
が

明
ら

か

に

さ

れ

て

い

る
｡

そ

し

て

さ

ら

に
､

技
術
進
歩
が

要
素
拡
大
的
で

あ

り
､

し

た

が
っ

て

と

γ

ク

ス

の

意
味
で

非
中
立
的
で

あ

り
､

か

つ

代
替
の

弾
力
性
が

可

変
的
で

あ
る

場
合
に

つ

い

て

C
田
内
ロ

(

c

O

ロ

賢
甲
ロ
t

e
-

p

鞋
r

O
-

t

叫

O
f

n

訂
ユ
く
e

む

a
O
･

m
p

ロ

e

関
数
に

よ

り

計
測
を
こ

こ

ろ

み
て

い

る
｡

第
五

は
､

新
古
典
派
モ

デ
ル

の

拡
張
を

中
心

と

し
た

研
究
で

あ

る
｡

こ

こ

で

は
ビ

ン

テ
ィ

ジ
･

モ

デ
ル

､

ラ

ー

ニ

ン

グ
･

モ

デ
ル

､

ベ

ー

ム

･

パ

ウ
エ

ル

ク

=

ウ

イ
ク

セ

ル

型
の

モ

デ
ル

､

二

部
門
モ

デ
ル

､

貨
幣
的
要
素

を

導
入

し

た
モ

デ
ル

､

国
際
経
済
を

視
野
に

入

れ

た
モ

デ
ル

な

ど
が

分
析

さ

れ

て

い

る
｡

第
六

ほ
､

最
適
成
長
と

最
適
成
長
政
策
の

問
題

へ

の

接
近
で

あ
る

｡

こ

こ

で

は

タ

ー

ン

パ

イ

ク

理

論
な

ど
が

検
討
さ

れ

て

い

る
｡

三
､

以
上

の

研
究
は

､

著
者
が

長
年
に

わ

た
っ

て

行
な
っ

た

研
究
成
果

を

基
礎
と

し

て

展
開
し

た

も
の

で

あ

り
､

そ

の

勝
れ

た

研

究
は

注
目
に

値

い

す
る

｡

と

く
に

､

さ

き

に

指

摘
し

た
こ

の

論
文
の

三

つ

の

力
点

､

す
な

わ

ち
､

｢

代
替
の

弾
力
性
と

成

長
の

安
定
性
に

関
す
る

定
理
+

を

中
心

と

し

た

新
古
典
派
モ

デ
ル

の

分
析
と

技
術
進
歩
に

つ

い

て

の

分
類
学

的
分
析

､

新
古
典
派
モ

デ
ル

に

お

け

る

調
整
速
度
の

検
計

､

お

よ

び

生

産
関
数
と

技

ガ
.

∠
T

■

術
進

歩
の

計
測
は

､

著
者
の

独

白
の

見
解
に

も
と

づ

く
も

の

で

あ

り
､

経

済
成
長
に

関
す
る

研
究
の

新
し
い

局
面
を

切

り

開
い

た

も

の

と

し

て

高
く

評
価
さ

れ
る

｡

も
っ

と
も

､

研
究
の

新
局
面
を

さ

ら
に

展
開
し
て

い

く
に

当
っ

て
､

著

者
の

一

層
の

検
討
が

要
請
さ

れ

る

点
が

な
い

わ

け
で

は
な

い
｡

H

ま

ず
第

一

の

論
点
は

､

新
古
典
派
モ

デ
ル

の

長
期
均
衡
成
長
経
路
へ

の

収

束
速
度
を

検
討
し

た

分
析
で

の

結
論
に

関
係
す
る

｡

そ

の

結
論
に

よ

れ

ば
､

調
整
の

九
〇
%
が

完
了
す
る

に

は
一

〇
〇

年
以

上
の

時
間
を

要
す

る

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
｡

こ

れ

に

よ

り

著
者
ほ

､

新
古
典
派
モ

デ
ル

に

対

し

疑
い

を
い

だ
い

て

い

る

よ

う
で

あ

る
｡

し

か

し
､

こ

こ

に

は

少
く
と

も
一

二

つ

の

問
題
が

あ
る

｡

第
一

は
､

労
働
増
加

率
と

技
術
進
歩
率
の

大
き

さ

に

関
係
す
る

｡

こ

れ

ら
の

変
数
の

与
え

ら

れ

方
い

か

ん
に

よ
っ

て

調
整
時
間
は

相
当
変
化
す
る

で

あ

ろ

う
｡

因
み

に

著
者
は

､

自
然
時
間
の

一

年
間
が

､

新
古
典
派
的
均

衡
(

例
え

ば
､

実
質
賃
金
率
=

労
働
の

限
界
生

産
力
)

が

成
立
す

る

た

め

の

必

要
時
間
で

あ

る

と

陰
伏
的
に

仮
定
し
て

い

る

が
､

こ

の

点
も

検
討
を

要
す
る

問
題
で

あ

ろ

う
｡

第
二

に
､

た

と
え

調
整
速
度
が

遅
く

､

九
〇
%
の

調
整
に

一

〇

〇
年
の

期
間
が

か

か

る

と
し

て

も
､

も

し

そ

れ
が

現
実
の

経
済
の

動
き

で

あ

る

と

す
れ

ば
､

そ
の

こ

と

は
､

新
古
典
派
モ

デ
ル

の

現
実
妥
当
性
を

香
足
す
る

も

の

で

は

な
い

｡

た

だ

そ
の

場
合
ほ

､

長
期
均
衡
成
長
経
路
だ

け

で

現
実

の

経
済
成
長
過
程
を

解
釈
し

て

ほ

な

ら

な
い

と
い

う
こ

と

で

あ

る

に

過
ぎ

な
い

｡



第
三

に
､

著
者
は

一

方
で

新
古
典
派
モ

デ
ル

に

り

い

て

許
述
の

よ

う
に

著
者
が

蒜
胴

大
学
経
済
学
博
士
の

学
位
を

う
け
る

に

催
い

す
る

も

の

と

考

疑
い

を
い

だ

く
｡

し
か

し

他
方

､

生

産
関
数
の

計
測
に

際
し

て

は
､

中
立

え
る

｡

的
技
術
進
歩
を

前
提
と

し
､

あ

る
い

は

非
中
立
的
技
術
進
歩
を

仮
定
し

て
､

生

産
関
数
を

計
測
し

､

新
古
典
派
モ

デ
ル

に

よ

る

分
析
を

行
な
っ

て

い

る
｡

こ

れ

ら
二

つ

の

方
向
の

研
究
は

､

そ
の

基
本
的
立
場
に

お
い

て
､

斉
合
的

で

あ
る

と
は

い

い

が

た
い

｡

日

次
に

､

生

産
関
数
の

計
測
に

際
し
て

の

著
者
の

統
計
デ

ー

タ
の

利
用

法
に

は

若
干
の

疑
問
が

残
る

｡

第
一

に
､

著
者
は

一

九
一

九
-

一

九

六

〇

年
に

お

け
る

代
替
の

弾
力
性
の

計
測
に

お

い

て
一

九
一

九

年
と

一

九
六

〇

年
の

デ
ー

タ

を

用
い

て

い

る
｡

と
こ

ろ

が
､

一

九
一

九

年
と
い

う
年
ほ

､

ロ

ン

グ
･

ス

イ
ン

グ
の

ビ

ー

タ

年
で

あ

る

し
､

一

九
六

〇

年
と
い

う
の

は
､

ロ

ン

グ
･

ス

イ
ン

グ
の

ト

ラ

フ

年
な
い

し

そ

れ
に

近
い

年
で

あ
る

｡

生

産

関
数
の

計
測
お

よ

び

長
期
趨
勢
の

分
析
に

お
い

て
､

こ

の

よ

う
な

二

時
点

に

お

け

る

統

計
値
を

用
い

る

こ

と

は
､

そ

の

計
測
結
果
に

重

大
な

偏
り

を

与
え

る

可
能
性
が

あ
る

｡

ま

た

非
中
立

的
技
術
進
歩
の

計
測
に

際
し

､

労
働
生

産
性

､

産
出
量
･

資
本
此

率
､

労
働

･

資
本
此

率
､

実
質
賃
金
率

､

資
本
収
益
率
の

年
々

の

変
化
率
の

相
対

此

を

計
算
し
､

そ

れ

ら
が

､

各
年
に

つ

い

て

変
動
し
､

安

報

定
性
を

も
た

な

い

と
い

う
こ

と

を

ダ

グ

ラ

ス

型
の

生

産
関
数
の

妥
当
し

な

い

こ

と
の

一

つ

の

論
拠
と

し

て

い

る
｡

し
か

し
こ

の

検
討
に

年
々

の

実
際

の

変
化
率
を

用
い

る
こ

と

は

不

適
当
で

あ

ろ

う
｡

彙

以

上
の

よ

う
に

､

こ

の

論
文
に

は

な
お

検
討
さ

れ

る

ぺ

き

点
が

残
っ

て

昭

和

四

四

年
七

月
一

四

日

)551(

い

る
｡

し

か

し

そ

の

こ

と

は
､

こ

の

論
文
の

価
偲
を

減
ず
る

も
の

で

は

な

い
｡

著
者
に

対

す
る

所
定
の

試
験
の

結
果
を

も

照
合
し

て
､

審
査

員
は

､

メタ7




